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対象製品 

本マニュアルに記載されている内容の対象製品は、Cypress (サイプレス) 製マイクロコントローラ FM0+フ

ァミリ, FM3ファミリ, FM4ファミリです。対象製品の詳細はリリースノート(release_note_j.txt)を参照して

ください。 
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1. はじめに 

1.1 この文書について 

本書は、FLASH MCU Programmerを使用して Cypress (サイプレス) 製マイクロコントローラ FM0+ファミリ, 

FM3ファミリ, FM4ファミリを開発される技術者の方を対象としています。本書をご一読ください。 

 

1.2 動作環境 

FLASH MCU Programmer for FM0+ / FM3 / FM4 の動作環境を下記に示します。 

 

Table 1-1動作環境 

OS 

・Windows Vista (32bit) 

・Windows 7 (32bit/64bit) 

・Windows 8.1 (32bit/64bit)  

メモリ容量 OSが推奨するメモリ量以上 

ハードディスク (空き容量) 10 MB以上 

Windows Vistaでは、一部文字が正しく表示されない不具合がありますが、動作に支障のないことを確認し

ております。 

<注意事項> 

− 上記条件に適合するすべての機種での動作を保証するものではありません。 
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2. 構成図 

 

 

パソコン(Windows パソコン)とユーザシステムとをRS232Cケーブルで接続することで、UART通信により、

ユーザシステムに実装されているマイクロコントローラに内蔵されているフラッシュメモリを書換えるこ

とができます。 

なお、ユーザシステム上に RS232Cドライバがあり、マイクロコントローラの UARTと通信できることが条

件となります。 
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3. オンボード書換え接続例 

3.1 FM0+(MD端子が 1本の品種)の場合 

 

MD0端子は PC側からは制御できないため、ユーザシステム上で設定してください。 

MD0端子の設定後、リセット端子を"L"から"H"にすることにより、フラッシュメモリ書換えモードになり

ます。この後、PCからフラッシュメモリの書換えが可能となります。 

シリアル書換え終了後は、MD0端子を通常使われるモードに切り換え、リセット端子を"L"から"H"にして

ください。ユーザプログラムが実行されるようになります。 

 

 

注意:プルアップ抵抗の値は一例です。システムで最適な値にしてください。 
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3.2 FM0+(MD端子が 2本の品種),FM3, FM4の場合 

 

MD1, MD0端子, P60端子 (*1) は PC側からは制御できないため、ユーザシステム上で設定してください。 

MD1, MD0端子, P60端子の設定後、リセット端子を"L"から"H"にすることによりフラッシュメモリ書換え

モードとなります。この後、PC からフラッシュメモリの書換えが可能となります。 

シリアル書換え終了後、MD1, MD0端子を通常使われるモードに、P60端子をユーザ回路側に切り換え、リ

セット端子を"L"から"H"にしてください。ユーザプログラムが実行されるようになります。 

 

*1: 製品によって設定が必要な汎用ポートの端子は異なります。また端子への設定が不要な品種もあります。

詳細は対象商品のフラッシュプログラミングマニュアルを参照してください。 

*2: SIN,SOT端子のポート番号が P21, P22 ではない製品があります。対象製品のフラッシュプログラミング

マニュアルを参照してください。 

 

  

(*2) 

(*2) 

注意:プルアップ抵抗の値は一例です。システムで最適な値にしてください。 
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4. 書換えに使用する端子 

4.1 FM0+ (MD端子が 1本の品種)の場合 

機能 端子 補足説明 

モード端子 MD0 

フラッシュメモリ書換え時に制御してください。 

MD0 = "H" に設定することによりフラッシュメモリ書換えモー

ドになります。 

リセット端子 INITX 
モード端子をフラッシュメモリ書換えモードに設定してからリ

セットを解除してください。 

シリアルデータ 

入力端子 
P21/SIN0_0 

フラッシュメモリ書換えモードで動作するまでの間、P21/SIN0_0 

= "H" に設定してください。 

シリアルデータ 

出力端子 
P22/SOT0_0 － 

 

4.2 FM0+(MD端子が 2本の品種),FM3, FM4の場合 

機能 端子 補足説明 

モード端子 
MD1, 

MD0 

フラッシュメモリ書換え時に制御してください。 

MD1 = "L", MD0 = "H" に設定することによりフラッシュメモ

リ書換えモードになります。 

書込みプログラム 

起動端子 
P60 (*1) P60 = "L" に設定してください。 

リセット端子 INITX 
モード端子をフラッシュメモリ書換えモードに、書込みプログ

ラム起動端子を Lにしてからリセットを解除してください。 

シリアルデータ 

入力端子 

SIN0_0 

/ P21 (*2) 

フラッシュメモリ書換えモードで動作するまでの間、SIN0_0 

/P21 = "H" に設定してください。 

シリアルデータ 

出力端子 

SOT0_0 

/ P22 (*2) 
－ 

 

*1: 製品によって設定が必要な汎用ポートの端子は異なります。また端子への設定が不要な品種もあります。

詳細は対象商品のフラッシュプログラミングマニュアルを参照してください。 

*2: SIN, SOT端子のポート番号が P21, P22 ではない製品があります。対象製品のフラッシュプログラミング

マニュアルを参照してください。 
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5. ソフトウェアのインストールと実行 

古いバージョンのソフトウェアがインストールされている場合は、あらかじめアンインストールしてくださ

い。 

インストーラを起動し、指示通りに操作するとインストールが完了します。なお、インストール先に、フォ

ルダの階層構造の深い場所を指定すると、動作しない場合がありますのでご注意ください。 

また、古いバージョンのソフトウェアがインストールされていると、インストーラが古いバージョンのアン

インストールだけ行うことがあります。再度インストーラを起動してください。 

 

インストール後は、Windows のスタートより、 

プログラム => FLASH MCU Programmer => FM0+ FM3 FM4 

からプログラマソフトを起動します。 
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6. プログラマ機能 

マイクロコントローラ内蔵のフラッシュメモリに対し、Erase, Blank Check, Program&Verify, Read&Compare,  

Copyの各処理を行えます。 

 

制限事項: 

フラッシュセキュリティ機能が有効なデータが書込まれている場合には、 

発振子を接続した状態で本プログラムを使用してください。 

発振子を接続せずに内蔵 CRで動作している状態でフラッシュメモリを消去すると、 

消去後に通信ができなくなり、内蔵 CRトリミングデータが消失します。 

 

 メインダイアログボックス 

プログラマソフトを起動すると、下記に示すようなダイアログボックスが開きます。 

 

 

 操作手順概要 

事前に、書込みを行うユーザシステム (マイクロコントローラボード) を設定してください。 

(「3. オンボード書換え接続例」を参照してください。) 

また、プログラム起動時や設定を変更した場合は、まずダウンロード処理 (後述) を実行してください。ダ

ウンロード処理が正常に完了すると、消去, 書込みなどの手順が実行できるようになります。 

 

  



  
  

U S E R  M A N U A L  
 

12  MN709-00026-2v0-J, June 30, 2015 
 
 
 
 
 
CONFIDENTIAL  v1.1 

 

6.1 ダウンロード手順 

以下に、ダウンロード処理における操作手順と、プログラムの動作状態を記述します。 

 

(1) [Target MCU] で、対象のマイクロコントローラを選択してください。 

 

(2) [Crystal Frequency] で、マイクロコントローラに入力している発振子の周波数または内蔵 CRを指定して

ください。 

マイクロコントローラの種別によって発振子の周波数は規定されています。詳細は対象製品のフラ

ッシュプログラミングマニュアルを参照してください。 

 

 

 

(3) ユーザシステムと接続した PCの COMポートを指定します。 

[Set Environment] ボタンを押して現れる設定ウィンドウの [COM PORT] タブを押すと、指定画面

が表示されます。 

 

(4) ダウンロードの実行 

[Download] ボタンを押してください。 

以下のダイアログが表示された場合、フラッシュメモリ書換えモードのままマイクロコントローラ

をリセットして再起動させた後に、このダイアログの[OK]ボタンを押してください。 

 

 

 

ダウンロード処理が継続され、正常終了すると以下のメッセージウィンドウが表示されます。 
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上記メッセージウィンドウの [OK] ボタン押下により閉じると、[Erase] [Blank Check] [Program & 

Verify] [Read & Compare] [Copy] の各ボタンが有効になります。 
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6.2 消去, 書込み手順 

 

ここでは、[Hex File] の指定と [Erase] [Blank Check] [Program & Verify] [Read & Compare] [Copy] [Full 

Operation (D+E+B+P)] の各ボタン押下時の処理・動作について説明します。 

なお、以下は「6.1 ダウンロード手順」に従って操作した後の状態です。 

 

 

 

制限事項: 

フラッシュセキュリティ機能が有効な場合には、発振子を接続した状態で本プログラムを使用して

ください。 

発振子を接続せずに内蔵 CRで動作している状態でフラッシュメモリを消去すると、消去後に通信

ができなくなり、内蔵 CRトリミングデータが消失します。 
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(a) [Hex File]: 書込みファイル指定 

マイクロコントローラのフラッシュメモリに書き込むモトローラ Sフォーマットまたはインテル

HEX フォーマットの書込みファイルを指定します。直接ファイルをドラッグ&ドロップすることに

よる指定方法を推奨しますが、[Open] ボタンを押すことにより表示されるファイル指定ウィンドウ

によっても指定可能です。 

[Program & Verify] [Read & Compare] [Full Operation (D+E+B+P)] を実行する際には、書込みファイル 

の指定が必須です。指定された書込みファイルは、これらの処理の先頭で毎回デコードされるため、

処理の直前にファイルの指定を変更しても問題ありません。 

 

書込みファイルを指定した後は、その書込みファイルをデコードした後の ROMイメージに対する

チェックサムを算出できます。 

右下の Check SUMボタンを押すと、チェックサムを計算するためのダイアログボックスが開きます。 

 

 

チェックサムの計算は、メインダイアログ右上の[Flash Information]に表示されている範囲に対して

行います。フラッシュメモリが複数ブロックに分かれている品種では、ブロック間の空き領域につ

いては加算されません。各ブロックの合計が計算されます。 

計算方式は 1バイトごとの単純加算で、結果は 16進数で下 4桁 (補数表現ではありません) を示し

ます。 

書込みファイルにおいて示されていない計算範囲内の ROM値は、ダイアログ左側の[Fill Data] で示

された値になっているものとして計算されます。ここには起動時には FFが設定されますが、変更

する場合は必ず 16進数 2桁で指定してください。 

 

チェックサムに関する注意事項 

本機能はマイクロコントローラ内のフラッシュメモリに書込まれた ROMイメージのチェックサム

を計算するものではありません。書込みファイルが指定されていない場合や、書込みファイルのデ

コード時にエラーが検出された場合は、チェックサムは計算されません。 

ここで計算される SUM値は書込みファイルに対して固有のものではありません。同じ書込みファ

イルでも、別の品種を選択した場合には別の値となる場合があります。 

また、[Fill Data] で指定した値は書込み時には書込まれません。この値は、チェックサムの計算に

対してのみ使用されます。 
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(b) [Erase]: 全フラッシュメモリ領域の消去 

フラッシュメモリに新しいプログラムを書き込むには、全フラッシュメモリがブランク状態 (0xff)

である必要があります。本ボタンを押すことによりマイクロコントローラのフラッシュメモリに対

してチップイレースを発行し、消去を実行します。マイクロコントローラのフラッシュセキュリテ

ィ機能が有効な場合、あるいは、フラッシュメモリ上の内蔵 CRトリミングデータが消失している

場合は、[Erase] 処理の途中で下図のダイアログが開きます。このダイアログが表示された場合は、

マイクロコントローラをリセットしてフラッシュメモリ書換えモードで起動しなおした後、このダ

イアログの [OK] ボタンを押してください。 

また、本コマンドではブランクチェックは行いません。 

 

 

 

(c) [Blank Check]: 全フラッシュメモリ領域のブランクチェック 

全フラッシュメモリがブランク状態 (0xff) にあるかどうか確認します。 

0xff以外の値を検出した場合は、確認を中断し、そのアドレスと値を表示します。 

 

(d) [Program & Verify]: フラッシュメモリへの書込み 

[Hex File] で指定したモトローラ Sフォーマットまたはインテル HEXフォーマットの書込みファイ

ルの内容をマイクロコントローラのメモリに書き込むと同時にベリファイを行います。書込みは

512バイトのブロックごとに行われ、そのブロックに CRCエラーが検出された場合には、エラーダ

イアログを表示します。 

 

 

このダイアログの「はい」を押すと、エラーのブロックを再送して書込みを続行します。 

「いいえ」を押すと、書込み処理を中断します。 
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(e) [Read & Compare]: Hex File とマイクロコントローラ内フラッシュメモリの比較 

[Hex File] で指定したモトローラ Sフォーマットまたはインテル HEXフォーマットの書込みファイ

ルの内容とフラッシュメモリに書かれている内容を比較します。[Program & Verify] 処理と同様に、

512バイトのブロックごとにフラッシュメモリのデータが転送され CRC エラーチェックが行われ、

比較処理が行われます。 

 

(f) [Copy]: マイクロコントローラ内蔵フラッシュメモリ内容のファイル保存 

フラッシュメモリに書込まれているデータを読み込んで、モトローラ Sフォーマットまたはインテ

ル HEX フォーマットでファイルに保存します。[Read & Compare] 処理と同様に、フラッシュメモ

リの読出しは 512バイトのブロックごとに行われ、同様に CRC エラーチェックが行われます。 

 

[Copy] ボタンを右クリックすることにより、出力ファイル形式を変更できます。右クリックするた

びにボタン名が [Copy] と [Copy_i] で切り替わります。 

[Copy] :  モトローラ Sフォーマット 

[Copy_i]: インテル HEX フォーマット 

形式を選択しボタンを左クリックすると、保存先フォルダとファイル名を指定できます。「保存」ボ

タンで保存処理が開始されます。 

 

(g) [Full Operation(D+E+B+P)]: 自動書込み 

[Download] から [Program & Verify] までの動作を一括で行います。 

ブランクチップの場合、[Download], [Blankcheck], [Program & Verify] の順番に処理が実行されます。

ブランクチップでない場合、[Download], [Blankcheck], [Erase], [Blankcheck], [Program & Verify] の順

番で処理が実行されます。 

実行中はメッセージウィンドウが開き、上記の進捗を表示します。 
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6.3 モトローラ Sデコーダ仕様 

[Hex File] に指定されたモトローラ Sフォーマットのファイルは、本 PCライタ内蔵のデコーダでバイナリ

に変換された後、処理されます。また、以下にデコーダの仕様に関する注意事項を示します。 

 

(a) アドレスオーバーラップエラーには対応していません。 

同一アドレスに別の値を設定しようとするファイルであったとしても、アドレスがオーバーラップ

していることを検出できません。この場合、先に設定されたデータが後に設定されたデータで上書

きされます。 

 

(b) 有効アドレス範囲について 

マイクロコントローラに内蔵されたフラッシュメモリの範囲ではないアドレスが含まれるファイル

はエラーにはなりません。範囲外アドレスの値は無視されます。 

 

(c) 検出されるエラーについて。 

デコード時になんらかのエラーが検出された場合、ダイアログを表示して処理を中断します。ダイ

アログには、中断理由とエラーの生じた行番号を表示します。 

中断理由は、以下の 3通りです。 

1. file error 

行のはじめが S でない場合 

2. S-format error 

行のはじめが S0,S1,S2,S3,S5,S7,S8,S9 でない場合 

3. decode error 

行のはじめ以外で、0123456789ABCDEF 以外の文字がある場合 (小文字 abcdef はエラーにな

ります)。 

レングス値によって判明するデータ列の長さが、実際のデータ列の長さと異なる。 

データ列中に示された SUM値が、計算した SUM値と異なる。 

 

(d) その他の詳細仕様 

改行のみの行: 

スキップします。エラーになりません。 

 

S0, S5, S7, S8, S9ではじまる行: 

先頭の 2文字だけを確認し、すぐに破棄して次の行のデコードを行います。 

SUMエラーなどがあってもエラーになりません。 

ファイルの中間にあったとしても、これらの行でデコード処理が中断されることはありません。 
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6.4 インテル HEXデコーダ仕様 

[Hex File] に指定されたインテル HEX フォーマットのファイルは、本 PCライタ内蔵のデコーダでバイナリ

に変換された後、処理されます。また、以下にデコーダの仕様に関する注意事項を示します。 

 

(a) アドレスオーバーラップエラーには対応していません。 

同一アドレスに別の値を設定しようとするファイルであったとしても、アドレスがオーバーラップ

していることを検出できません。この場合、先に設定されたデータが後に設定されたデータで上書

きされます。 

 

(b) 有効アドレス範囲について 

マイクロコントローラに内蔵されたフラッシュメモリの範囲ではないアドレスが含まれるファイル

はエラーにはなりません。範囲外のアドレスの値は無視されます。 

 

(c) 検出されるエラーについて。 

デコード時になんらかのエラーが検出された場合、ダイアログを表示して処理を中断します。ダイ

アログには、中断理由とエラーの生じた行番号が表示されます。 

中断理由は、以下の 3通りです。 

1. file error 

行のはじめが コロン でない場合 

2. decode error 

行のはじめ以外で、0123456789ABCDEF 以外の文字がある場合 (小文字 abcdef はエラーにな

ります)。 

レコード種別が 00, 01, 02, 03, 04, 05以外であった場合 

データ数によって判明するデータ列の長さが、実際のデータ列の長さと異なる。 

データ列中に示された SUM値が、計算した SUM値と異なる。 

3. record error 

01レコードの場合で、データ数が 0でない場合 

02レコードの場合で、データ数が 2でない場合 

03レコードの場合で、データ数が 4でない場合 

04レコードの場合で、データ数が 2でない場合 

05レコードの場合で、データ数が 4でない場合 

 

(d) その他の詳細仕様 

改行のみの行: 

スキップします。エラーになりません。 

 

終了レコード (01)の行: 

終了レコードを処理した時点でデコード処理は終了します。 

このレコードの後に何が書かれていても無効です。 

 

オフセットアドレス値: 

01から 05のレコードについては、オフセットアドレス値は処理に利用されません。またそれに

対するエラー判定も行いません。 
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7. その他 

7.1 音声出力設定について 

エラー時および正常終了時に出力する音声の設定を変更できます。 

[Set Environment] ボタンを押して現れた設定ウィンドウの中の [Sound] タブを開いてください。 

 

1. 音を出力したい場合は、[Enable sound] にチェックをつけてください。 

2. 音を出したいイベントを [Event] 欄で選択した状態で、その下の [Sound type] と [WaveFile] を指定して

ください。そのイベントの音が設定されます。 

[Sound type] は出力する音の種別を設定します。[Wave] と [Beep] から選択してください。 

 

[Wave] を指定した場合は、[Wave File] 欄に出力する音声ファイルを設定してください。 [Open] ボ

タンを押下するとファイルオープンウィンドウが表示されます。設定したい音声ファイルを選択し

てください。[Play] ボタンで設定した音声ファイルを試聴できます。[Stop] ボタンで試聴用音声出

力を止めることができます。 

 

7.2 ツールヒント表示の設定について 

ツールヒントの表示を有効、または無効にできます。 

 

[Set Environment] ボタンを押して現れた設定ウィンドウの中の [Tooltips] タブを開いてください。 

[Tooltips] チェックボックスにチェックをつけると、ツールヒント(*)が表示されるようになります。 

*:ダイアログウィンドウ上でマウスカーソルをボタンなどのコンテンツ上に置くと表示される、簡易ヘルプ。

[Hex File] 欄ではファイルのフルパスが表示されます。 

 

  



 
 

U S E R  M A N U A L  
 

June 30, 2015, MN709-00026-2v0-J  21 
 
 
 
 
 
CONFIDENTIAL  V1.1 
 

7.3 エラーメッセージについて 

多くのエラーは、ハードウェアおよびソフトウェアの設定ミスが原因です。エラーメッセージから、原因と

対策を確認してください。 

 

エラーメッセージ一覧 

番号 項目 内容 

No.001 

メッセージ ダウンロードエラー 

原因 ダウンロード処理の応答が異常 

対策 ハードウェアの接続や設定を確認してください 

No.003 

メッセージ タイムアウトエラー 

原因 コマンドの応答が返ってこない 

対策 ハードウェアの接続や設定を確認してください 

No.006 

メッセージ COM ポートがオープンできません 

原因 別のアプリが COMを使用している 

対策 COM ポートの使用状況やポート番号を確認してください 

No.007 

メッセージ ダウンロードファイルがオープンできません 

原因 m_FLASH.xxx がない 

対策 本ソフトウェアを再インストールしてください 

No.009 

メッセージ COM ポートの設定情報を取得できません 

原因 対象の COMポートが使える状態にない 

対策 使用する COMポートの番号と設定を確認してください 

No.010 

メッセージ COM ポートの設定情報を変更できません 

原因 対象の COMポートに通信設定を設定できない 

対策 使用する COMポートの状態を確認してください 

No.011 

メッセージ 通信エラー 

原因 異常なコマンド応答を受信した 

対策 ハードウェアの接続や設定を確認し、実行しなおしてください 

No.012 

メッセージ 読出しエラー 

原因 リードコンペアまたはコピー処理時の応答が異常 

対策 ハードウェアの接続や設定を確認し、実行しなおしてください 

No.013 

メッセージ 書込みエラー 

原因 書込み処理時の応答が異常 

対策 チップがブランクであるか確認して、実行しなおしてください 

No.015 

メッセージ COM ポート書込みエラー 

原因 COM ポートドライバまたはポート自体の異常の可能性があります 

対策 使用する COMポートの状態を確認してください 
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番号 項目 内容 

No.016 

メッセージ COM ポート読み込みエラー 

原因 COM ポートドライバまたはポート自体の異常の可能性があります 

対策 使用する COMポートの状態を確認してください 

No.017 

メッセージ ファイルアクセスエラー 

原因 m_FLASH.xxx ファイルのアクセスに失敗した 

対策 OS を再起動し、実行しなおしてください 

No.018 

メッセージ イレースエラー (*1) 

原因 イレース処理時の応答が異常。チップ不良の可能性もあります 

対策 ハードウェアの設定を確認するか、チップを交換してください 

No.019 

メッセージ KEY ファイルがオープンできません 

原因 MB91F155 チップ書込み時に必要な設定が間違っている 

対策 MB91F155 チップ書込み用設定を確認してください 

No.101 

メッセージ "Hex File" を設定してください 

原因 書込みファイルが設定されていない 

対策 書込みファイルを設定してください 

No.105 

メッセージ キーの長さが短すぎます 

原因 キー長の最小条件を満たしていない 

対策 正しいセキュリティファイルを作成し設定してください 

No.106 

メッセージ キーの長さが長すぎます 

原因 キー長の最大条件を満たしていない 

対策 正しいセキュリティファイルを作成し設定してください 

No.107 

メッセージ セキュリティファイルが正しくありません 

原因 セキュリティファイルの記述が間違っている 

対策 正しいセキュリティファイルを作成し設定してください 

No.207 

メッセージ メモリが足りません 

原因 実行に必要なメモリが確保できない 

対策 動作環境を確認してください 

(*2) 

メッセージ ダウンロード操作から実行しなおしてください 

原因 前のメッセージを参照 

対策 ダウンロード操作からやり直してください 

*1: ダウンロードエラー時に、マイクロコントローラからエラー原因が帰ってきた場合には、"MCU xxH" を

表示します。"MCU xxH" の意味は以下のとおりです。 

MCU 02H: ダウンロード時、SUM 異常 

MCU 04H: ダウンロード時、異常終了 

*2: このメッセージは追加メッセージです。ほかのメッセージが出た後で、このメッセージが出現する場合

があります。 
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8. 注意事項 

本製品は通信ケーブルなどを含め外部環境および PCの影響を受ける可能性があります。評価を行った上で

ご使用ください。なお、複数のデバイスの同時書込みを希望される場合には、市販のプログラマをご使用い

ただくことを推奨します。 

本製品は予告なしに変更されることがありますので、あらかじめご了承ください。 
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9. 主な変更内容 

ページ 場所 変更箇所 

前版:V01L19(発行日 2015年 2月) 

Revision 1.0 (発行日 2015年 5月) 

2 対象製品 
対応品種を削除 

対応品種はリリースノート(release_note_j.txt)に記述されています。 

12 6.1ダウンロード手順 
対応周波数一覧を削除 

対応周波数は対象製品のフラッシュプログラミングマニュアルを参照してください。 

18 6.3 モトローラ Sデコーダ仕様 

c.検出されるエラーについて。 

(4) address error 

デコードされたのアドレス範囲が、FLASH の領域に収まっていない。 

を削除 

19 
6.4 インテル HEXデコーダ仕

様 

c.検出されるエラーについて。 

(4) address error 

デコードされたのアドレス範囲が、FLASH の領域に収まっていない。 

を削除 

Revision 2.0 (発行日 2015年 6月) 

7 
3.1 FM0+(MD端子が 1本の品

種)の場合 
MD端子が 1本の FM0+ファミリについての記述であることを追記 

8 
3.2 FM0+(MD端子が 2本の品

種),FM3, FM4 の場合 
MD端子が 2本の FM0+ファミリを追加 

9 
4.1 FM0+ (MD端子が 1本の品

種)の場合 
MD端子が 1本の FM0+ファミリについての記述であることを追記 

9 
4.2 FM0+(MD端子が 2本の品

種),FM3, FM4 の場合 
MD端子が 2本の FM0+ファミリを追加 
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免責事項 

本資料に記載された製品は、通常の産業用, 一般事務用, パーソナル用, 家庭用などの一般的用途 (ただし、用途の限定はあ

りません) に使用されることを意図して設計・製造されています。(1) 極めて高度な安全性が要求され、仮に当該安全性が

確保されない場合、社会的に重大な影響を与えかつ直接生命・身体に対する重大な危険性を伴う用途 (原子力施設における

核反応制御, 航空機自動飛行制御, 航空交通管制, 大量輸送システムにおける運行制御, 生命維持のための医療機器, 兵器シ

ステムにおけるミサイル発射制御等をいう) 、ならびに(2) 極めて高い信頼性が要求される用途 (海底中継器, 宇宙衛星等を

いう) に使用されるよう設計・製造されたものではありません。上記の製品の使用法によって惹起されたいかなる請求また

は損害についても、Cypressは、お客様または第三者、あるいはその両方に対して責任を一切負いません。半導体デバイス

はある確率で故障が発生します。当社半導体デバイスが故障しても、結果的に人身事故, 火災事故, 社会的な損害を生じさ

せないよう、お客様において、装置の冗長設計, 延焼対策設計, 過電流防止対策設計, 誤動作防止設計などの安全設計をお願

いします。本資料に記載された製品が、外国為替及び外国貿易法、米国輸出管理関連法規などの規制に基づき規制されてい

る製品または技術に該当する場合には、本製品の輸出に際して、同法に基づく許可が必要となります。 

 

商標および注記 

このドキュメントは、断りなく変更される場合があります。本資料にはCypressが開発中の Cypress製品に関する情報が記

載されている場合があります。Cypressは、それらの製品に対し、予告なしに仕様を変更したり、開発を中止したりする権

利を有します。このドキュメントに含まれる情報は、現状のまま、保証なしに提供されるものであり、その正確性, 完全性, 

実施可能性および特定の目的に対する適合性やその市場性および他者の権利を侵害しない事を保証するものでなく、また、

明示, 黙示または法定されているあらゆる保証をするものでもありません。Cypressは、このドキュメントに含まれる情報を

使用することにより発生したいかなる損害に対しても責任を一切負いません。 

Copyright © 2010-2015 Cypress Semiconductor Corp.  All rights reserved. 

商標：Cypress, Cypress ロゴ, Spansion®, Spansion ロゴ (図形マーク), MirrorBit®, MirrorBit® Eclipse™, ORNAND™, Easy 

DesignSim™, Traveo™ 及びこれらの組合せは、米国・日本ほか諸外国における Cypress Semiconductor Corp.の商標です。第三

者の社名・製品名等の記載はここでは情報提供を目的として表記したものであり、各権利者の商標もしくは登録商標となっ

ている場合があります。 
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